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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは、「消費文化史研究会」の開催を通じて、西洋史、経済史、英米文
学などを横断した学際的な共同研究作業を行いつつ、プロジェクト構成員をそれぞれ単独執筆者とする「シリーズ消費
文化史」発刊の準備を進めてきた。その成果として、まずシリーズ第一巻となる『欲望と消費の系譜』を2014年に刊行
した。さらに、成果の一部は、国内外の研究者22名を集めて2014年に開催された、消費文化史国際シンポジウムにおい
て、基調講演・自由論題報告の形式で発表された。以上のような国内外の最先端の研究者との交流と共同作業を通じて
、消費文化史の研究成果の集約が進むとともに、新たな学問的課題の確認もなされた。

研究成果の概要（英文）：This project has been pursued collaboratively by scholars of Western History, 
Economic History and English Literature who are eager to cross over academic boundaries, particularly 
through our regularly-held research meetings on the History of Consumer Cultures, which is a new 
interdisciplinary area of studies. Those project members have been preparing their monographs for the 
History of Consumer Cultures Monograph Series, first of which was published in 2014 entitled Genealogies 
of Desire and Consumption. Part of the research outcome have also been made public through the 
international symposium held by our Forum for the History of Consumer Cultures in 2014, entitled Moving 
Around: People, Things and Consumer Cultures. Through such collaborations with cutting-edge scholars of 
the History of Consumer Cultures, we have had the opportunity to gather and share the research outcomes 
internationally, and also to locate further perspectives to interact and enhance this topic of research.

研究分野：西洋史
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様 式

１．研究開始当初の背景
（１）
過去
では「消費史」「生活史」、英
は「文化史」「精神史」というジャンルが発
展してきた。これらの先駆的な研究は、それ
以前の「経済史」「思想史」という大きな枠
組みを超えるものとして注目されてきたが、
歴史研究のあらたな枠組みを構築する過程
で「近代化のグランドナラティブ」を回避す
る傾向にあった。本研究では、既存の歴史研
究が立脚している存在論に再度注視し、経済
史や思想史等を含め、既存の国内研究を統合
する枠組みとして「消費文化史」の
提示し
（２）
欧米に
域の拡大
資料分析を用いて反証する
きていた。
流れの中では、歴史的な問題意識の原点回帰
とも読み取れるような「産業革命」
バル化」
提示する動きが進んできたことも確かであ
る。本研究の問題関心と同様に、「消費」を
中心に据えた年代横断的な
的な研究も
性を帯びた歴史を通じた枠組みづくりを検
討する上でこれらを参考にしていくことを
目論んだ
 
２．研究の目的
本研究では、
より広範囲な問題関心を取り込む形で、より
グローバルな研究枠組みとネットワークへ
と発展させたいと考えた
化の進展とともに
争主義が享受
的な世界観・歴史観に立脚した消費社会の捉
え方には再考の余地がでてきた
本研究では、「集合知」枠組みが、実は日本
や東洋
歩・経済成長を考える上で鍵概念になろうと
の認識のもと、その動因と
好」形成過程を分析することこそが、進歩
ダイナミ
費文化」
とした
 
３．研究の方法
本研究では、調査・分析をテーマごとに分担
し、理論面では各研究者の議論を有機的に組
み合わせて共同作業を展開
さらに広く国際研究協力体制を確立するこ
とを目指し
ることを中心目標
連携者の短期招聘受け入れ態勢の整備を行
ってき
刊行の流れを継続し、
報告の形で

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
（１）国内の研究背景
過去 30 年の間、西洋史・社会経済史の分野
では「消費史」「生活史」、英
は「文化史」「精神史」というジャンルが発
展してきた。これらの先駆的な研究は、それ
以前の「経済史」「思想史」という大きな枠
組みを超えるものとして注目されてきたが、
歴史研究のあらたな枠組みを構築する過程
で「近代化のグランドナラティブ」を回避す
る傾向にあった。本研究では、既存の歴史研
究が立脚している存在論に再度注視し、経済
史や思想史等を含め、既存の国内研究を統合
する枠組みとして「消費文化史」の
していくことを目指した
（２）国外の研究背景
欧米においても過去
域の拡大とともに
資料分析を用いて反証する
きていた。だが近年の人文社会科学再編成の
流れの中では、歴史的な問題意識の原点回帰
とも読み取れるような「産業革命」
バル化」および「啓蒙思想」等の概念を
提示する動きが進んできたことも確かであ
本研究の問題関心と同様に、「消費」を

中心に据えた年代横断的な
的な研究も多数みられる
性を帯びた歴史を通じた枠組みづくりを検
討する上でこれらを参考にしていくことを
目論んだ。 

２．研究の目的 
本研究では、長期的構想
より広範囲な問題関心を取り込む形で、より
グローバルな研究枠組みとネットワークへ
と発展させたいと考えた
化の進展とともに
争主義が享受されてきた反面、西洋中心主義
的な世界観・歴史観に立脚した消費社会の捉
え方には再考の余地がでてきた
本研究では、「集合知」枠組みが、実は日本
や東洋に限らず、長期にわたる持続的な進
歩・経済成長を考える上で鍵概念になろうと
の認識のもと、その動因と
好」形成過程を分析することこそが、進歩
ダイナミクスの解明につながると考え、「消
費文化」の役割を再確認していくことを目的
とした。 

３．研究の方法 
本研究では、調査・分析をテーマごとに分担
し、理論面では各研究者の議論を有機的に組
み合わせて共同作業を展開
さらに広く国際研究協力体制を確立するこ
とを目指し、国際シンポジウムを再度開催す
ることを中心目標
連携者の短期招聘受け入れ態勢の整備を行
てきた。まず、前研究にて開始した単行本
刊行の流れを継続し、
報告の形で確認しつつ、適宜に検証を行った
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国内の研究背景 
、西洋史・社会経済史の分野

では「消費史」「生活史」、英米
は「文化史」「精神史」というジャンルが発
展してきた。これらの先駆的な研究は、それ
以前の「経済史」「思想史」という大きな枠
組みを超えるものとして注目されてきたが、
歴史研究のあらたな枠組みを構築する過程
で「近代化のグランドナラティブ」を回避す
る傾向にあった。本研究では、既存の歴史研
究が立脚している存在論に再度注視し、経済
史や思想史等を含め、既存の国内研究を統合
する枠組みとして「消費文化史」の

ことを目指した
国外の研究背景 
おいても過去 30 年間の
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多数みられるようになった。
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討する上でこれらを参考にしていくことを
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グローバルな研究枠組みとネットワークへ
と発展させたいと考えた。経済のグローバル
化の進展とともに、欧米起源の個人主義的競

されてきた反面、西洋中心主義
的な世界観・歴史観に立脚した消費社会の捉
え方には再考の余地がでてきた
本研究では、「集合知」枠組みが、実は日本
に限らず、長期にわたる持続的な進

歩・経済成長を考える上で鍵概念になろうと
の認識のもと、その動因としての「集合的嗜
好」形成過程を分析することこそが、進歩
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の役割を再確認していくことを目的

 
本研究では、調査・分析をテーマごとに分担
し、理論面では各研究者の議論を有機的に組
み合わせて共同作業を展開するだけでなく、
さらに広く国際研究協力体制を確立するこ

、国際シンポジウムを再度開催す
ることを中心目標の一つに据えて、海外研究
連携者の短期招聘受け入れ態勢の整備を行
。まず、前研究にて開始した単行本
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、西洋史・社会経済史の分野
米文学の分野で

は「文化史」「精神史」というジャンルが発
展してきた。これらの先駆的な研究は、それ
以前の「経済史」「思想史」という大きな枠
組みを超えるものとして注目されてきたが、
歴史研究のあらたな枠組みを構築する過程
で「近代化のグランドナラティブ」を回避す
る傾向にあった。本研究では、既存の歴史研
究が立脚している存在論に再度注視し、経済
史や思想史等を含め、既存の国内研究を統合
する枠組みとして「消費文化史」の可能性を

ことを目指した。 

の急速な学問領
マクロの議論をミクロの
研究が広がって

近年の人文社会科学再編成の
流れの中では、歴史的な問題意識の原点回帰
とも読み取れるような「産業革命」「グロー
および「啓蒙思想」等の概念を再度

提示する動きが進んできたことも確かであ
本研究の問題関心と同様に、「消費」を

研究や地域横断
ようになった。現代

性を帯びた歴史を通じた枠組みづくりを検
討する上でこれらを参考にしていくことを

の第 2 段階として、
より広範囲な問題関心を取り込む形で、より
グローバルな研究枠組みとネットワークへ

経済のグローバル
、欧米起源の個人主義的競
されてきた反面、西洋中心主義

的な世界観・歴史観に立脚した消費社会の捉
え方には再考の余地がでてきたと思われた
本研究では、「集合知」枠組みが、実は日本
に限らず、長期にわたる持続的な進

歩・経済成長を考える上で鍵概念になろうと
しての「集合的嗜

好」形成過程を分析することこそが、進歩
クスの解明につながると考え、「消
の役割を再確認していくことを目的

本研究では、調査・分析をテーマごとに分担
し、理論面では各研究者の議論を有機的に組

するだけでなく、
さらに広く国際研究協力体制を確立するこ

、国際シンポジウムを再度開催す
の一つに据えて、海外研究

連携者の短期招聘受け入れ態勢の整備を行
。まず、前研究にて開始した単行本

研究の進展を執筆
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組みを超えるものとして注目されてきたが、
歴史研究のあらたな枠組みを構築する過程
で「近代化のグランドナラティブ」を回避す
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的な世界観・歴史観に立脚した消費社会の捉
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に限らず、長期にわたる持続的な進

歩・経済成長を考える上で鍵概念になろうと
しての「集合的嗜
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本研究では、調査・分析をテーマごとに分担
し、理論面では各研究者の議論を有機的に組

するだけでなく、
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。まず、前研究にて開始した単行本

執筆
確認しつつ、適宜に検証を行った。

平成
から派生した
消費の系譜
一方で、
ションを進め
での成果を受けて各方面から発表・執筆依頼
が舞い込むようになっていたことが一因で
ある。『欲望と消費の系譜
シンポジウム
ン・ブルーア（カリフォルニア工科大学）、
アヴナ・オファ（オクスフォード大学）、ジ
ョン・スタイルズ（ハートフォードシャ大学）、
および草光俊雄（放送大学
4 論文に加え、一般公募で参加したイヴ・ロ
ーゼンハフト（リバプール大学）の新規執筆
論文を収めたものである。英語から日本語へ
の翻訳は、眞嶋
分担者）、新（研究協力者）が担当し

平成
クトの最終年度という位置づけから、
国際シンポジウムを開催した
ウムに
マン（ロンドン大学バークベック校）
合衆国より
ニア大学サンタバーバラ校）の
研究者を招聘し、
計 3
における最新の消費文化史研究の一端を国
内外の研究者と共有することができた。
他自由公募により
者が集い、総勢
する
譜』もこの第
あわせて刊行され、反響を呼んだ。第
際シ
公募報告者の発表原稿を改稿・編集した論文
集としてまとめ、平成
され、研究成果のディセミネーションが進め
られた。
 
４．研究成果
本研究の具体的な研究成果の概要は、平成
年
People
Culture 
本研究構成員の研究成果に絞り、テーマごと
の要点を列記する。

 

平成 25 年度には、前回の
から派生した『
消費の系譜』の
一方で、それぞれが研究成果のディセミネー
ションを進めたが、それは国際シンポジウム
での成果を受けて各方面から発表・執筆依頼
が舞い込むようになっていたことが一因で
ある。『欲望と消費の系譜
シンポジウムの基調講演者であったジョ
ン・ブルーア（カリフォルニア工科大学）、
アヴナ・オファ（オクスフォード大学）、ジ
ョン・スタイルズ（ハートフォードシャ大学）、
および草光俊雄（放送大学
論文に加え、一般公募で参加したイヴ・ロ
ーゼンハフト（リバプール大学）の新規執筆
論文を収めたものである。英語から日本語へ
の翻訳は、眞嶋
分担者）、新（研究協力者）が担当し

平成 26 年 9月に
クトの最終年度という位置づけから、
国際シンポジウムを開催した
ウムには、イギリス
マン（ロンドン大学バークベック校）
合衆国よりエリカ・ラパポート（カリフォル
ニア大学サンタバーバラ校）の
研究者を招聘し、
3名の基調講演者による講演を頂き、
における最新の消費文化史研究の一端を国
内外の研究者と共有することができた。
他自由公募により
者が集い、総勢
する報告を行った。
譜』もこの第 2
あわせて刊行され、反響を呼んだ。第
際シンポジウム
公募報告者の発表原稿を改稿・編集した論文
集としてまとめ、平成
され、研究成果のディセミネーションが進め
られた。 

４．研究成果 
本研究の具体的な研究成果の概要は、平成
年 3 月に刊行された論文集
People, Things and Practices in Consumer 
Culture のなかにまとめられている。以下に
本研究構成員の研究成果に絞り、テーマごと
の要点を列記する。

年度には、前回の国際シンポジウム
『シリーズ消費文化史
の執筆編集が集中的に
それぞれが研究成果のディセミネー
たが、それは国際シンポジウム

での成果を受けて各方面から発表・執筆依頼
が舞い込むようになっていたことが一因で
ある。『欲望と消費の系譜』は、前回の国際

の基調講演者であったジョ
ン・ブルーア（カリフォルニア工科大学）、
アヴナ・オファ（オクスフォード大学）、ジ
ョン・スタイルズ（ハートフォードシャ大学）、
および草光俊雄（放送大学・研究分
論文に加え、一般公募で参加したイヴ・ロ
ーゼンハフト（リバプール大学）の新規執筆
論文を収めたものである。英語から日本語へ
の翻訳は、眞嶋（研究代表者）、大橋（研究
分担者）、新（研究協力者）が担当し
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クトの最終年度という位置づけから、
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（１）眞嶋（研究代表者）は、「ファッショ
ン」を切り口にイギリスにおける繊維／織物
／服飾産業に関わる消費文化史を描いてき
たが、本研究では、海外との関わりのなかで
ロンドンがファッションの最先端を産み出
していった過程を検討した。これまでファッ
ションといえばパリが想起されてきたが、そ
のファッションの都＝パリという構図は 17
世紀後半のルイ 14 世時代に海外進出・産業
振興でのキャッチアップが進む中で生まれ
た言説なのではないか。17世紀後半にパリで
流行したスタイルは 17 世紀前半の清教徒革
命以前のロンドンにすでに見られるもので
あった。第 2 回国際シンポジウムで行った 
“Voyage, vanity and vestiture: where does 
Englishness of English dress come from?” 
の報告では、ロンドンのファッションを産み
出した立役者として画家ヴァン・ダイクとチ
ャールズ１世、そして王妃ヘンリエッタ・マ
リアという外国人たちに注目し、国際化する
宮廷と海外進出する貴族たちの審美眼に先
進性を見いだしている。17世紀初頭はイギリ
スにとって、海外進出が進み、植民地の原型
がつくられていった時代である。16 世紀には
アントワープとの交易に終始していたマー
チャントアドヴェンチャラーズに替わって、
17 世紀に入りレヴァント会社や東インド会
社が興隆した時代には、新しい繊維製品が流
入した。この海外からの未曾有の刺激が、革
新的にシンプルなファッションを産み出し、
さらには海外から取り寄せた原材料を用い
た輸入代替型工業化のプロトタイプをも産
み出していくこととなった。 

〔図：ロンドン港の輸入品内訳，London Port 
Book のデータより著者作成〕 
 
（２）草光（研究分担者）は、新たな研究課
題として植物学の歴史的萌芽プロセスを俯
瞰的に調査する研究に着手し、菅（後述）と
共著で『ヨーロッパの歴史 II―植物からみる
ヨーロッパの歴史』を執筆した。大航海時代
のヨーロッパの世界進出にともない、植物
学・博物学は新しい世界との出会いを驚異と
好奇心で迎え、自然秩序の解釈にその知的努
力を傾注したと草光は論じる。まず、オラン
ダではチューリップマニアなどが起こり、植

物画が盛んに描かれ、植物学者や庭師が活躍
したが、植物学は庭師らによる植物の分類法
の確立がその基礎となって科学として成立
することになった。次にイギリスではハン
ス・スローンやジョゼフ・バンクスなどが活
躍し、植物学は経済発展とヨーロッパの更な
る世界システム構築のなかで、言い換えれば
商業社会と啓蒙主義との関係のなかで、独自
の存在感を示し始めたという。草光の研究で
は、本研究の一つの鍵概念である「啓蒙主義」
が重要な位置を占めるが、その批判的解釈は
“人文主義者ピーター・バーク”や“ラスキ
ンとモリス―中世主義と近代”、そして『欲
望と消費の系譜』の序章として再録された
「消費社会の成立と政治文化」にも表されて
おり、より端的には『ヨーロッパの歴史Ｉ―
ヨーロッパ史の視点と方法』所収の文章にま
とめられている。長い 18 世紀には人々の暮
らしぶりが大きく変化し、商業社会・消費社
会は現世的な価値観を変革して、作法、教養
といった近代固有の価値観を産み、19 世紀に
はそのアンチテーゼとして過去への関心が
語られ、古代、中世、ルネサンスなどの文化
を復興させようとする試みが活発に行われ
たと草光はみる。啓蒙主義のもたらした功罪
については、平成 26 年 9 月の国際シンポジ
ウム基調講演で披露された“Travels, the 
Enlightenment and Races” の 他 、 “The 
Origins of Multi-culturalism: Enlighten- 
ment and Race”や『アフリカ世界の歴史と
文化―ヨーロッパ世界との関わり』所収の文
章でも取り上げられているが、博物学が産み
出したアフリカの概念化について触れてい
る。すなわち、ヨーロッパ啓蒙主義は宗教と
古い因習を否定し相対的な文明観を近代的
思考にもたらしたが、一方で歴史的段階論を
唱え、未開社会から近代社会への歴史の進歩
史観を定着させたという。その際アフリカは
未開社会の典型として描かれるようになっ
た。現在に至る消費社会に内在する西洋中心
主義的な人種差別観を批判的に検討する内
容として、草光史学の真骨頂をなす歴史観が
垣間見られる研究であるといえよう。 
 
（３）新井（研究分担者）は、大衆啓蒙化の
時代の旅行・観光・観劇の変化について、英
文学者の視点からコミカルにクリティカル
に分析・執筆を続け、精力的に各地で講演活
動を行ってきた。現代における教養教育と文
化継承のあり方については “イギリス文化
と学校教育”,“サッチャーとイギリス文
化”, “映像は Dumbing Down か―文学作品
とアダプテーション”などの講演を通じて、
集団的嗜好形成の方向性について警鐘を鳴
らすとともに、重層的に奥深いイギリス階級
社会に対するコミカルで風刺に富んだ文化
理解をディセミネートしてきた。まず観劇に
ついては、19世紀の都市部の中産階級に好ま
れたコメディ・オペラについて批評し、“イ
ギリスの音楽劇―サヴォイ・オペラからミュ



ージカルへ”の流れを紹介しながら、その一
方で、アメリカの黒人風刺劇が海を越えて入
ってきた“19 世紀イギリスにおける「ミンス
トレル・ショー」”についても批判的に論じ、
イギリスにおける階級差別と人種差別の相
互補完的で代替的な同質性を明らかにして
いる。前研究より継続して、上流階級の邸宅
とそのライフスタイルや文化をより下層の
階級が「消費」する観光のあり方を描写し続
け、“イギリスのカントリーハウス観光と文
学”のタイトルで講演し、19 世紀初頭に執筆
された小説『高慢と偏見』のなかにも現出す
るカントリーハウスの場としての特異性と
その文化的で教養形成的な意義を“Pride 
and Prejudice and the Concept of ‘Culture’ 
in Japan”において総合的にまとめている。
大邸宅はまさにその中に階級社会の縮図を
内包するものであるが、上流階級のライフス
タイルを支える使用人たちとの関係を“イ
ギリス文化と使用人”で描きつつ、かつての
大邸宅の使用人が著した自伝『おだまり ロ
ーズ―子爵夫人付きメイドの回想』を翻訳・
監修もしている。大邸宅の内側で上流階級の
高慢な婦人に使えた堅固な使用人の半生が
描かれる中で、20 世紀前半の「古き良きイギ
リス」最後の時代が歴史的に浮かび上がって
くる。同時代には、階級風刺に富んだ表面的
な面白さを表現しつつも、その基底に消滅し
つつある階級文化への悲しみと憧憬も描き
込んだ女流作家がいたことは“バーバラ・ピ
ムと「古き良きイギリス」”にて紹介をして
いる。第 2回国際シンポジウムでは、日本で
も翻訳のある『ボートの三人男』について
“Travel and Comic Writing: Jerome K. 
Jerome’s Three Men in a Boat”でそのコ
ミカルな面白さと教養的なガイドブックと
しての意義を論じ、19 世紀末に演劇やジャー
ナリズムの隆盛により、歴史・伝統・文化の
消費が進む中で、いかに風刺とコメディが階
級社会における文化的消費者のアイデンテ
ィティをアンビバレントに醸成してきたか
明らかにしている。 
 
（４）大橋（研究分担者）は、地方都市にお
けるカントリーハウスの財産および美術品
のオークションに関して、18 世紀のオークシ
ョン広告や遺産目録などの一次資料を用い
て調査研究を続けている。その成果は、
“Auctioneers in Provincial Towns in 
England and Wales at the End of the 
Eighteenth Century”や“Passing on one’s 
taste in life: the roles and effects of 
general auctions in spreading noble 
lifestyle in England in the eighteenth 
century”にまとめられている。イギリス社
会の商業化とともに、さまざまな商品が流通
始めただけでなく、どのような商品が品格の
あるライフスタイルを形作るものなのかと
いう、商品に関する知識や情報も流通し始め
た。新聞や広告、チラシや名刺などによって

そのような上は伝達されたが、なかでもオー
クション開催に際して新聞に掲載された広
告や、遺産売却のために行われたオークショ
ンのカタログなどが果たした役割は大きい。
カタログの中では、売却予定の故人の私有物
は邸宅のフロアプランにしたがって、リスト
化され、それぞれの品がどのように使用され
ていたものか、想起することが容易になるよ
うに配慮されていた。消費者の嗜好は、親か
ら子、先祖から子孫へと受け継がれただけで
はなく、邸宅オークションのような公共の市
場を通じて、家族の外へも伝播していくこと
になったと大橋は考えている。 
 
（５）菅（研究分担者）は、緑のインテリア
について調査研究を続けてきたが、その研究
の成果の一部は、草光との共著『ヨーロッパ
の歴史 II―植物からみるヨーロッパの歴史』
にまとめられている。草光が 18 世紀の啓蒙
主義時代までを担当したのに対し、菅はその
後 19−21 世紀にかけて担当している。人が植
物への関心からどのような集団を形成し、植
物を見せる空間を生み出していったのか。植
物がいかに階級を超えて「誇示的消費」の対
象となっていったか。近代化、都市化ととも
に人々が都市空間における緑地をいかに確
保しようとしてきたか。近代社会において植
物に課せられるようになった多様な役割と
その意味について論じている。室内に置かれ
た植物とそれを取り巻く室内装飾のあり方
に着目しつつ、植物学あるいは園芸のなかだ
けではなく、室内装飾やデザインという方向
からも植物が語られるようになっていった、
その転換点に菅は着目している。室内におけ
る植物の消費が早かったイギリスでは、植物
を着想源とした製品のデザイン化も早かっ
た。緑地へのアクセス権やカントリーを「歩
く権利」の発生から、田園都市やナショナル
トラストの誕生、そして初期の環境団体の設
立を経た時代に関連して、菅はその社会的・
文化的意義を問い直しつつ、さらには威信や
プロパガンダ、ナショナリズムといった近代
的な文化価値を付与された緑の空間の創造
と消費について論じている。風景は風景画と
して、グラフィックで量産され、都市部では
「ミレニアムグリーン」という新たな緑地も
創造され、緑の空間は「ヘリテージ」として
の意味を付与されていった。菅の関心事は 19
世紀から 20 世紀にかけての複合的な意味で
の緑の「デザイン化」にあるといえよう。“ヴ
ィクトリア朝のデザインにみる「自然の模倣」
─製品、庭園、人造植物─”では、製品デザ
イン、空間デザイン、そして社会的関係性の
デザインが考案されるなかで、植物・自然が
織りなし、工業化社会に突きつけてきた概念
的な挑戦がいかに処理されてきたかを検討
している。モダニズムの興隆期に日本のデザ
インの果たした役割は大きい。第 2回国際シ
ンポジウムで発表された“Plants and 
Japonism in Modernism: a British 



Experience”では、これまでジャポニズムと
いえば想起されてきたようなキモノファッ
ションや扇子による一過性の装飾的な流行
とは違い、実は日本的な植物のあしらい方に
注目をすると、それはジャポニズムを凌駕し
たといわれるモダニズムに許された唯一の
装飾方法を提供するものとなり、この意味で
のジャポニズムは 20 世紀のデザインやアー
トに持続的な影響力を発揮し続けてきたと
いえると論じている。ジャポニズムこそがモ
ダニズムであるとも断言できるのは、徹底し
たシンプリシティを貫く中で、唯一その抑制
された美を破壊することなく装飾できる生
け花や盆栽の存在があったからだという。 
 
（６）田中（研究協力者）は効率性の概念と
消費について、また美術館の制度的発展に関
連して、調査研究を進めてきた。平成 26 年 9
月の国際シンポジウムでは、“A Portrait of 
the Travelling Aesthete: Okakura Kakuzo 
and the Arts and Crafts Movement”を発表
している。明治期の近代国家建設の中で日本
美術の制度化を進める立役者となった岡倉
天心は、東京美術学校、日本美術院などを創
設し、日本美術を海外に知らせるための展覧
会を、たとえばボストンで開催し、英語で日
本美術を解説する本(『東洋の理想』『日本の
目覚め』など)を出版している。中でも、岡
倉の著した『茶の本』は、影響力が大きかっ
た。ヨーロッパではアールヌヴォー運動やア
ーツアンドクラフツ運動が起きていたが、岡
倉はラスキンやモリスの著作を読んでいた。
岡倉の『茶の本』は、同様にアーツアンドク
ラフツ運動の影響を受けていたフランク・ロ
イド・ライトに絶賛される。田中は、これら
東西の文化的関連性に注目し、民芸にも通じ
るモノの文脈で、国際的な耽美主義の広がり
を論じる。 
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